


それぞれの善意、思惑、そして悪意一
ある職場の風景から見えてくる日本社会の歪み
シナリオは無く舞台設定だけ与えられた俳優たちが、即興に近い演技て｀演じているのも本作の

見どころのひとつだ。言いよどみや、リアルな会話のぎこちなさは、まるで観ているものが実際に

その場に立ち会っているような感覚を与える。

それぞれの善意、思惑、そして悪意。日本社会に蔓延する同調圧力の空気は、いつしか無意識の

悪意のかたまりとなり、二次加害、三次加害と更に増幅していき被害者を益々孤立させていく。

それはどこにて‘もある「ある職場」の風景なのかもしれない。

わたしたちはどのように、その加害と向き合えばよいのか？ ジェンダーギャップ、ハラスメント
問題が日常的に取り沙汰される昨今。本作は、今後の日本社会への大いなる警鐘と言えるだろう。




